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法学研究61巻4号（’88：4）

須
藤
眞
志
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
須
藤
眞
志
君
提
出
の
学
位
請
求
論
文
「
日
米
開
戦
外
交
の
研
究
－
日

米
交
渉
の
発
端
か
ら
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
ま
で
」
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。　

　
第
一
章
日
米
交
渉
の
発
端

　
　
　
　
　
　
　
－
井
川
忠
雄
と
日
米
交
渉
i

　
　
は
じ
め
に

　　　　第　　第　　　第
結　　　三　　二　　　一
語㊧（⇒←）節⇔e節㊧⇔e節

ウ
ォ
ル
シ
ュ
　
ド
ラ
ウ
ト
の
来
日

沢
田
節
蔵
と
井
川
忠
雄
へ
の
紹
介
状

松
岡
外
相
と
の
会
見

武
藤
軍
務
局
長
と
の
会
見

両
神
父
帰
国
後
の
情
況

ウ
ォ
ル
シ
ュ
覚
書
き

井
川
の
渡
米

原
則
的
協
定
案
の
作
成

井
川
と
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
活
躍

野
村
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
会
談

原
則
的
協
定
案

資
料
一
ー
1
日
米
「
原
則
協
定
』
案
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特別記事

第
二
章
岩
眸
豪
雄
と
日
米
交
渉

　
は
じ
め
に

　　　　　第
第第は三結第第　第第第第第二　　一じ章　語七　　六　　　　五四三二一
節⇔←）節め　資　節⇔e節⑳㊧⇔（→節節節節節

　
　
資
料
二
l
I

　
　
　
松
岡
外
交
と
目
米
交
渉

は
じ
め
に

岩
畦
派
遣
の
背
景

渡
米
前
の
岩
畔

F
B
ー
シ
カ
ゴ
報
告

ア
メ
リ
カ
当
局
の
岩
畔
に
対
す
る
配
慮

了
解
案
の
送
付
を
め
ぐ
る
謀
略

了
解
案
の
作
成

野
村
電
の
検
討

近
衛
の
誤
解

岩
昨
の
謀
略

岩
酔
に
対
す
る
F
B
I
の
監
視

電
話
盗
聴

岩
畦
・
井
川
に
つ
い
て
の
最
終
報
告

岩
畔
の
謀
略
性

　
　
　
　
日
米
両
国
諒
解
案

松
岡
の
対
米
交
渉
へ
の
布
石

野
村
大
使
の
起
用

ス
タ
イ
ソ
ハ
ー
ト
工
作

松
岡
の
対
米
観

第
三
節

　
　
e

　
　
⇔

第
四
節

第
五
節

　
　
e

　
　
⇔

　
　
㊧

　
　
⑳

結
語

　
　
　
資
料
三
i
I

　
　
　
資
料
三
l
n

　
　
　
資
料
三
ー
皿

第
四
章

　
は
じ
め
に

第　　　第　　第
節㊧⇔e節⇔（→節

松
岡
修
正
案

　
松
岡
の
帰
朝

松
岡
修
正
案
の
検
討

　
ア
メ
リ
カ
の
対
案
と
松
岡
の
対
米
姿
勢

松
岡
外
交
の
挫
折

松
岡
の
意
図

　
松
岡
の
誤
算

　
松
岡
と
ハ
ル

　
松
岡
の
個
性

　
　
　
　
　
野
村
大
使
手
交
の
五
月
十
二
日
日
本
側
対
案

　
　
　
　
　
日
米
交
渉
米
国
対
案

　
　
　
　
　
情
勢
の
推
移
に
伴
う
帝
国
国
策
要
綱

第
三
次
近
衛
内
閣
と
日
米
交
渉

第
三
次
近
衛
内
閣
の
成
立

豊
田
外
相
の
起
用

第
三
次
近
衛
内
閣
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
評
価

日
本
の
南
進
と
ア
メ
リ
カ
の
対
応

日
本
の
南
部
仏
印
進
駐

ア
メ
リ
カ
の
対
応

目
本
の
八
月
六
日
案

大
西
洋
会
談
と
対
日
警
告
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第
四
節

　
　
e

　
　
⇔

　
　
㊧

　
　
㈲

結
語

　
　
　
資
料
四
l
I

　
　
　
資
料
四
l
H

　
　
　
資
料
四
－
皿

第
五
章

　
　
　
ー
ス
タ
ソ
レ
ー

　
は
じ
め
に

第

六結第　　第　　　第
ぬ　ゴ　　　　 　の　　　　　　 ロ早胴＿　　　 一
　　節⇔e節㊧⇔（→節

日
米
首
脳
会
談
の
提
唱

近
衛
の
動
機

近
衛
の
腹
案

九
月
六
日
御
前
会
議
決
定

十
月
二
日
ア
メ
リ
カ
側
回
答

　
　
　
　
帝
国
国
策
遂
行
要
領

　
　
　
　
　
日
米
交
渉
九
月
六
日
我
方
提
案

　
　
　
　
十
月
二
日
合
衆
国
政
府
覚
書
（
訳
文
）

日
米
首
脳
会
談
の
流
産

て
1
智

・
ホ
ー
ン
ベ
ッ
ク
の
見
解
を
中
心
に
し

国
務
省
首
脳
の
反
応

ハ
ル
、
ウ
ェ
ル
ズ
、
ホ
ー
ソ
ベ
ッ
ク
の
見
解

ホ
ー
ソ
ベ
ッ
ク
の
対
日
認
識

日
米
の
危
機
、

首
脳
会
談
の
意
味

米
国
の
不
利
益

近
衛
内
閣
に
対
す
る
不
信

対
日
政
策

東
條
内
閣
と
目
米
交
渉

は
じ
め
に

第
一
節

第
二
節

第
三
節

　
　
e

　
　
⇔

　
　
㊧

第
四
節

　
　
e

　
　
⇔

第
五
節

結
語

第
七
章

　
　
ー
コ

は
じ
め
に

第
一
節

　
　
e

　
　
⇔

第
二
節 　

　
東
條
内
閣
の
成
立

　
　
東
條
内
閣
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
評
価

　
　
東
郷
外
相
の
日
米
交
渉
努
力

　
　
甲
案
・
乙
案
の
作
成

　
　
甲
案
・
乙
案
は
日
本
の
最
終
案

　
　
来
栖
大
使
の
派
遣

　
　
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
の
成
立
過
程

　
　
暫
定
協
定
案
の
作
成

　
　
暫
定
協
定
案
が
手
渡
さ
れ
な
か
っ
た
理
由

　
　
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
に
対
す
る
目
本
側
の
反
応

　
　
　
　
　
　
ル
・
ノ
ー
ト
）

　
目
米
交
渉
破
綻
の
原
因

　
　
　
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
と
パ
ー
セ
プ
シ
ョ

　
ソ
・
ギ
ャ
ッ
プ
ー

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ

　
　
マ
ジ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
　
翻
訳
の
問
題
点

　
　
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ

資
料
六
ー
1
　
日
米
交
渉
最
後
訓
令
並
我
甲
乙
案

資
料
六
I
H
　
日
米
交
渉
十
一
月
二
十
六
日
米
側
提
案
（
ハ
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e
　
日
米
の
イ
メ
ー
ジ
・
ギ
ャ
ッ
ブ

　
　
　
⇔
中
国
問
題

　
　
　
㊧
　
三
国
同
盟

　
　
　
繭
南
進
政
策

結
語

附
章
－
　
日
米
通
商
航
海
条
約
（
一
九
一
一
年
）

　
は
じ
め
に

結　　　第　　　　第　　　　　第　　　　　　　 ゴ　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　の
ロロ　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　の

　㊧⇔（→節㈲㊧⇔e節㊨㈲⇔⇔e節
藍
溝
橋
事
件
以
後
の
日
米
関
係

ハ
ル
国
務
長
官
の
反
応

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
「
隔
離
演
説
』

ブ
ラ
ッ
セ
ル
会
議

バ
ネ
ー
号
事
件

天
津
租
界
事
件

ア
メ
リ
カ
側
の
情
況

国
務
省
内
部
の
見
解

議
会
の
動
向

廃
棄
通
告

中
国
と
イ
ギ
リ
ス
の
反
応

廃
棄
通
告
と
日
本
の
反
応

外
務
省
と
大
蔵
省
の
反
応

新
聞
論
調

当
時
の
日
米
貿
易

廃
棄
の
背
景

附
章
H
　
日
米
交
渉
に
み
る
民
間
人
外
交
の
限
界

　
　
　
－
橋
本
徹
馬
と
井
川
忠
雄
1

　
は
じ
め
に

第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

第
五
節

　
結
語

附
章
皿

渡
米
ま
で
の
二
人
の
い
ぎ
さ
つ

橋
本
の
渡
米

井
川
の
渡
米

帰
国
後
の
橋
本
と
井
川

外
務
省
と
民
間
外
交

　
　
　
真
珠
湾
攻
撃
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て

　
　
－
修
正
派
の
見
解
を
中
心
に
し
て
ー

は
じ
め
に

　第　　　　　　　　第
←）節⑳紛㈹㈲四㊧⇔（→節

真
珠
湾
攻
撃
調
査
委
員
会

見
ハ
ー
ッ
調
査
委
員
会

ハ
ー
ト
調
査
機
関

陸
軍
査
間
会
議

海
軍
査
間
会
議

ク
ラ
ウ
ゼ
y
調
査
機
関

ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
調
査
機
関

ク
ラ
ー
ク
調
査
機
関

上
下
両
院
合
同
調
査
委
員
会

修
正
派
の
見
解
と
根
拠

一
九
四
一
年
＝
月
中
の
日
本
の
主
な
外
交
電
報
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⇔

第
三
節

第
四
節

　
　
e

　
　
⇔

　
　
㊧

結
語

修
正
派
の
問
題
点

修
正
派
に
対
す
る
反
論

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
謀
略
説

ゾ
ル
ゲ
通
報
説

フ
ー
バ
ー
F
B
I
長
官
通
報
説

機
動
部
隊
通
信
電
波
キ
ャ
ッ
チ
説

　
日
米
交
渉
の
研
究
は
、
交
渉
の
挫
折
が
、
日
米
開
戦
と
い
う
結
果
に
つ

な
が
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
現
代
史
の
な
か
で
も
重
要
な
一
研
究
テ

ー
マ
で
あ
る
．
今
目
ま
で
、
こ
の
分
野
の
研
究
は
多
数
あ
る
が
、
そ
の
全

容
が
解
明
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
上
、
少
く
な
い
著
書
に
は
資
料

の
十
分
な
裏
付
け
を
欠
い
た
も
の
が
目
に
つ
く
状
態
で
あ
る
．

　
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
日
米
交
渉
に
関
す
る
著
書
は
、
例
え
ば
野
村
吉

三
郎
『
米
国
に
使
し
て
』
、
加
瀬
俊
一
『
目
米
交
渉
』
な
ど
交
渉
に
な
ん

ら
か
の
形
で
関
与
し
た
人
物
の
手
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
そ
う
し
た
関
係

上
、
各
人
の
置
か
れ
た
立
場
を
中
心
に
執
筆
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

日
本
側
の
研
究
に
は
、
米
国
側
の
資
料
に
よ
る
裏
付
け
が
比
較
的
乏
し
く
、

逆
に
米
国
側
の
研
究
に
は
日
本
側
資
料
が
充
分
で
な
い
と
い
う
欠
陥
が
あ

っ
た
．
本
論
文
は
、
そ
の
点
日
米
双
方
の
資
料
を
比
較
的
バ
ラ
ソ
ス
よ
く

使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
純
粋
に
学
術
研
究
の
題
材
と
し
て
日
米
交
渉
の

経
緯
な
ら
び
に
挫
折
の
原
因
を
扱
っ
て
お
り
．
従
来
の
研
究
に
あ
り
が
ち

で
あ
っ
た
、
外
務
省
寄
り
で
も
な
く
、
ま
た
旧
陸
海
軍
寄
り
の
立
場
で
も

な
く
、
研
究
者
と
し
て
の
客
観
的
な
立
場
か
ら
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る

点
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
、
よ
り
一
歩
進
め
て
い
る
。

　
本
論
文
は
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
末
よ
り
、
十
六
年
十
一
月
末
ま
で
の

一
年
間
を
扱
っ
て
お
り
、
章
立
て
は
時
系
列
的
な
論
述
と
な
っ
て
い
る
が
、

事
実
関
係
の
経
緯
の
解
明
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
定
説
に

敢
え
て
挑
戦
を
試
み
て
い
る
．
全
体
の
問
題
意
識
と
し
て
、
日
米
交
渉
の

挫
折
の
原
因
を
、
交
渉
過
程
の
な
か
に
あ
っ
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ソ
・
ギ
ャ
ッ
プ
（
情
報
伝
達
の
不
足
）
と
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ソ
・
ギ
ャ
ッ
プ
（
認

識
の
相
違
）
に
注
目
し
、
そ
の
仮
説
の
究
明
に
努
め
て
い
る
点
が
特
徴
で

あ
る
。

　
従
来
の
歴
史
研
究
の
多
く
が
、
事
実
関
係
の
解
明
に
重
点
が
置
か
れ
る

の
あ
ま
り
、
分
析
指
標
を
用
い
な
か
っ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
本
論
文
は

交
渉
過
程
の
な
か
に
二
つ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
如
何
な
る
形
で
存
在
し
た
か
を

中
心
に
論
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
も
従
来
の
目
米
交
渉
の
研
究
に
見
ら

れ
な
か
っ
た
点
で
あ
り
、
歴
史
研
究
に
政
治
学
的
分
析
手
法
を
用
い
た
新

し
い
試
み
で
あ
る
。
須
藤
君
は
日
米
交
渉
挫
折
の
原
因
を
結
論
と
し
て
こ

の
二
つ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
求
め
る
の
で
あ
る
が
（
第
七
章
）
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
異
論
を
持
つ
者
が
あ
る
に
し
て
も
、
今
後
、
外
交
交
渉
の
研
究
者

に
共
通
の
分
析
指
標
を
提
供
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
一
章
は
日
米
交
渉
の
前
史
と
も
い
え
る
時
期
の
研
究
論
文
で
あ
る
．

日
米
交
渉
は
米
国
か
ら
二
人
の
神
父
が
来
日
、
松
岡
洋
右
外
相
や
武
藤
章

軍
務
局
長
等
と
会
談
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
．
本
章
は
こ
の
橋
渡
し
を
し
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た
沢
田
節
蔵
と
井
川
忠
雄
の
両
人
．
及
び
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
神
父

達
を
結
び
つ
け
た
ウ
ォ
ー
カ
ー
郵
政
長
官
を
中
心
に
し
て
．
早
く
か
ら
日

米
双
方
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
本
章
は
附
章
n
を
併
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
井
川
忠
雄
の
人
柄

及
び
井
川
の
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
の
解
明
が
よ
り
は
っ
き
り
し
て
く
る
．

そ
の
結
果
、
本
章
は
井
川
忠
雄
の
人
物
評
価
を
中
心
に
し
て
、
「
日
米
交

渉
は
そ
の
発
端
に
お
い
て
呪
わ
れ
て
い
た
」
と
す
る
説
に
対
し
、
挑
戦
し

て
い
る
。

　
第
二
章
は
、
岩
畔
豪
雄
を
中
心
に
論
述
さ
れ
て
い
る
が
、
本
章
は
資
料

の
点
に
お
い
て
も
、
ま
た
従
来
の
定
説
を
覆
し
た
点
に
お
い
て
も
学
界
に

寄
与
す
る
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
る
．
な
ぜ
な
ら
ば
、
従
来
の
研
究
で
は
、

日
米
交
渉
時
に
お
け
る
日
本
側
当
事
者
の
一
人
で
あ
っ
た
岩
眸
豪
雄
の
米

国
内
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
岩
畔
が
回
顧
的
に
書
い
た
小
論
以
外
は
不

明
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
活
動
は
曖
昧
な
点
が
多
か
っ
た
。

し
か
る
に
須
藤
君
は
、
岩
昨
、
井
川
の
滞
米
中
、
か
れ
ら
の
行
動
を
厳
重

に
監
視
し
て
い
た
F
B
I
当
局
の
秘
密
報
告
書
に
よ
り
、
岩
畔
の
活
動
を

詳
細
に
検
討
し
、
こ
の
方
面
の
研
究
を
長
足
に
進
歩
さ
せ
た
。
須
藤
君
は
、

米
国
公
文
書
館
に
眠
る
一
（
＞
国
O
閃
○
国
■
国
を
司
法
省
の
許
可
を
得

て
閲
覧
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
側
研
究
者
は
も
と
よ
り
米
国
側

研
究
者
も
含
め
て
戦
後
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
岩
眸
、

井
川
が
ホ
テ
ル
か
ら
か
け
た
電
話
盗
聴
の
記
録
や
米
国
内
で
の
言
動
が
記

さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
第
一
級
資
料
で
あ
る
。

　
本
章
で
い
ま
一
点
評
価
さ
れ
る
べ
き
は
、
「
日
米
了
解
案
」
を
日
本
に

送
付
す
る
に
際
し
、
従
来
．
こ
れ
を
米
国
案
で
あ
る
と
日
本
の
当
局
者
達

に
錯
覚
さ
せ
た
原
因
は
野
村
吉
三
郎
大
使
と
岩
畔
の
打
っ
た
電
報
の
内
容

に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
須
藤
君
は
、
野
村
の
電
報
を
詳

細
に
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
電
報
に
は
そ
の
よ
う
な
内
容
は
含
ま
れ
て
い

な
い
と
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
了
解
案
を
受
け
取
っ
た
近
衛
文

麿
首
相
、
大
橋
忠
一
外
務
次
官
、
寺
崎
英
成
局
長
ら
が
、
「
米
国
か
ら
来

た
案
」
を
「
米
国
案
」
と
勘
違
い
し
た
結
果
で
あ
る
と
す
る
。
資
料
の
裏

付
け
を
十
分
に
施
し
た
新
解
釈
で
あ
る
．
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
「
目
米
了

解
案
」
を
「
米
国
案
」
と
勘
違
い
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
こ
の
こ
と
が
、
日
米
交
渉
を
出
足
か
ら
つ
ま
ず
か
せ
る
こ
と
に
な
り
、

大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
み
、
日
米
交
渉
挫
折
の

一
原
因
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
三
章
は
松
岡
洋
右
外
相
の
展
開
し
た
外
交
と
日
米
交
渉
の
関
り
を
分

析
す
る
。
松
岡
外
交
と
い
え
ば
、
国
際
連
盟
脱
退
、
日
独
伊
三
国
同
盟
、

日
ソ
中
立
条
約
の
締
結
の
主
役
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
章
は
、
松
岡
外
交

を
日
米
交
渉
の
な
か
に
位
置
づ
け
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
定
説
で
は
．

松
岡
は
基
本
的
に
反
米
論
者
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
日
米
交
渉
の
妨
害
者

で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
須
藤
君
は
、
松
岡
は
必
ず
し
も
反
米

親
独
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
．
松
岡
の
抱
い
て
い
た
、
バ
ラ
ソ

ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
と
い
う
考
え
方
と
、
力
に
は
力
で
対
抗
す
る
と
い
う

外
交
理
念
が
松
岡
外
交
の
基
本
に
あ
り
、
そ
れ
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
は
、

松
岡
の
生
い
立
ち
や
十
年
に
及
ぶ
滞
米
経
験
に
基
因
し
て
い
る
と
分
析
し

て
い
る
。
松
岡
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
外
交
理
念
を
結
び
つ
け
て
解
釈
す
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る
の
は
新
し
い
試
み
と
い
え
る
し
、
松
岡
が
日
米
交
渉
に
消
極
的
で
あ
っ

た
理
由
も
納
得
し
う
る
。
さ
ら
に
、
本
章
で
は
、
松
岡
外
相
と
野
村
大
使

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
く
、
双
方
と
も
互
い
に
不
信

を
抱
き
、
そ
の
意
思
の
疎
通
の
悪
さ
が
日
米
交
渉
を
妨
げ
た
こ
と
を
考
証

し
た
点
、
さ
ら
に
は
野
村
大
使
は
出
先
大
使
と
し
て
の
役
割
を
時
折
逸
脱

し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
松
岡
の
井
川
や
岩
畔
に
対
す
る
反
感
が
強
烈
で
あ

っ
た
こ
と
、
本
省
と
出
先
機
関
が
反
目
し
な
が
ら
交
渉
し
た
こ
と
等
々
、

こ
こ
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
の
ま
ず
さ
が
あ
っ
た
と
い
う
点

を
解
明
し
た
点
が
新
鮮
で
あ
る
。

　
第
四
章
は
、
松
岡
が
辞
任
し
、
第
三
次
近
衛
内
閣
が
発
足
し
た
経
緯
を

分
析
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
近
衛
と
新
た
に
外
相
と
な
っ
た
豊
田
貞
次

郎
を
中
心
に
近
衛
外
交
が
如
何
な
る
形
で
松
岡
外
交
を
払
拭
し
よ
う
と
し

た
か
を
論
述
す
る
．
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
米
交
渉
を
妨
げ
た
一
因

で
あ
っ
た
中
国
撤
兵
問
題
及
び
三
国
同
盟
に
対
し
、
軍
部
の
圧
力
の
加
わ

る
な
か
で
近
衛
・
豊
田
の
コ
ン
ビ
が
お
こ
な
っ
た
協
調
外
交
の
分
析
で
あ

る
．
な
か
で
も
近
衛
が
最
後
の
手
段
と
し
て
お
こ
な
っ
た
日
米
首
脳
会
談

の
提
唱
の
背
景
の
分
析
は
注
目
さ
れ
る
．

　
第
四
章
が
当
時
の
日
本
側
の
状
況
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
第
五
章
は
日
米

首
脳
会
談
を
め
ぐ
る
米
国
側
の
事
情
の
解
明
で
あ
る
。
本
章
は
当
時
、
米

国
国
務
省
政
治
顧
問
で
あ
っ
た
ス
タ
ン
レ
ー
・
K
・
ホ
ー
ソ
ベ
ッ
ク
を
中

心
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
ス
タ
ソ
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
バ
ー
研
究
所
の
ア

ー
カ
イ
ブ
ス
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
資
料
（
ホ
ー
ン
ベ
ッ
ク
・
ベ
ィ
パ

ー
）
を
日
本
人
と
し
て
初
め
て
本
格
的
に
研
究
、
紹
介
、
分
析
し
た
功
績

は
大
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
ホ
ー
ン
ベ
ッ
ク
は
さ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
、
当
時
「
陰
の
国
務
長
官
」
と
よ
ば
れ
、

米
国
の
対
日
政
策
の
決
定
に
当
り
、
米
国
国
務
省
、
と
く
に
極
東
部
に
お

い
て
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、
ホ
ー
ン
ベ

ッ
ク
の
メ
モ
ラ
ソ
ダ
ム
を
中
心
に
し
て
、
彼
が
如
何
に
首
脳
会
談
に
反
対

し
、
遂
に
近
衛
の
提
案
を
流
産
に
追
い
込
ん
だ
か
を
詳
細
に
分
析
し
て
い

る
点
は
高
く
評
価
で
き
よ
う
。
本
章
の
研
究
を
須
藤
君
は
、
昭
和
五
十
四

年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
国
際
政
治
学
会
に
お
い
て
、
「
松
岡
外
交
と

ホ
ー
ン
ベ
ッ
ク
の
比
較
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
。
こ
の
発
表
は
、

松
岡
と
ホ
ー
ン
ベ
ッ
ク
が
か
な
り
似
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
持
主
で
あ
り
、

と
も
に
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
な
が
ら
、
日
米
交
渉
の
見
通
し
を
誤
っ
た

共
通
性
を
比
較
し
、
学
界
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
．

　
第
六
章
は
日
米
交
渉
の
最
終
段
階
で
あ
る
東
條
英
機
内
閣
を
扱
っ
て
い

る
が
、
本
章
で
学
界
に
新
た
に
寄
与
す
る
部
分
は
、
東
條
内
閣
に
対
す
る

米
国
側
の
評
価
に
つ
い
て
の
詳
細
な
紹
介
で
あ
る
．
従
来
、
目
本
の
研
究

で
は
、
東
條
内
閣
を
米
国
側
は
戦
争
内
閣
と
み
な
し
、
日
米
交
渉
を
諦
め

た
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
実
は
そ
の
よ
う
な
単
純
な
も
の

で
は
な
く
、
米
国
の
国
務
省
、
陸
軍
、
海
軍
は
東
條
内
閣
に
対
し
て
多
面

的
な
分
析
を
お
こ
な
い
、
そ
の
評
価
を
試
み
る
中
で
、
米
国
側
は
東
條
内

閣
に
対
し
て
も
な
お
交
渉
に
一
縷
の
望
み
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
ま
た
本
章
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
の
作
成

過
程
を
解
明
し
た
点
で
あ
る
。
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
日
本
研
究

者
の
間
で
十
分
に
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
方
的
に
意
悪
を
も
っ
て
解
釈
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さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
論
文
は
米
国
側
の
資
料
を
駆
使
し
、
日
本
の

最
終
提
案
で
あ
っ
た
甲
案
・
乙
案
に
接
し
た
米
国
側
が
、
対
抗
上
、
日
米

暫
定
協
定
案
の
作
成
に
と
り
か
』
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
作
成
過
程
の

分
析
を
通
じ
て
、
最
終
的
に
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
、
し
か
も
、
最

後
の
段
階
で
ハ
ル
国
務
長
官
が
暫
定
協
定
案
を
廃
棄
し
た
経
緯
を
分
析
し

て
い
る
。
須
藤
君
は
、
ハ
ル
の
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
．
実

は
ス
チ
ム
ソ
ソ
陸
軍
長
官
が
陸
軍
情
報
部
か
ら
の
日
本
軍
の
行
動
に
関
す

る
情
報
を
事
実
よ
り
オ
ー
バ
ー
に
大
統
領
や
国
務
長
官
に
伝
え
た
こ
と
に

よ
る
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
新
し
い
問
題
提
起
で
あ
る
．

　
第
七
章
は
本
論
文
の
結
章
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
米
交
渉
を
通

じ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
・
ギ
ャ
ッ
プ
と
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ソ
・
ギ
ャ

ッ
プ
を
整
理
し
て
い
る
．
前
者
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
米
国
側
は
日
本
の

外
交
暗
号
電
報
を
す
べ
て
傍
受
、
解
読
し
て
お
り
、
こ
れ
を
マ
ジ
ッ
ク
と

称
し
て
い
た
が
、
実
は
、
目
本
語
電
報
を
英
訳
す
る
段
階
で
、
か
な
り
重

要
な
誤
訳
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
玉
わ
ら
ず
、

マ
ジ
ッ
ク
に
全
面
的
な
信
頼
を
置
く
米
国
政
府
当
局
者
は
、
マ
ジ
ッ
ク
の

内
容
を
基
本
に
し
て
政
策
決
定
を
お
こ
な
う
と
い
う
誤
り
を
時
々
お
か
し

た
。
誤
訳
の
主
な
原
因
は
日
本
語
の
同
音
異
義
語
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
英

語
と
日
本
語
の
も
つ
ニ
ュ
ア
ソ
ス
の
違
い
も
必
ず
し
も
誤
訳
と
は
い
え
な

い
が
、
相
互
の
誤
解
を
生
む
原
因
と
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
．
な
お
、

須
藤
君
は
昭
和
五
十
六
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
目
本
国
際
政
治
学
会
秋
季

大
会
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
研
究
発
表
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
パ
1
セ
プ
シ
ョ
ソ
・
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
が
、
須
藤
君
は
、
日
米
交

渉
の
対
立
点
は
、
中
国
撤
兵
問
題
、
三
国
同
盟
、
日
本
の
南
進
政
策
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
日
米
双
方
に
食
い
違
う
認
識
が
あ
っ
た
と
分
析
し

て
い
る
。
当
時
日
本
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
問
題
は
中
国
大
陸
か
ら
の

撤
兵
で
あ
り
、
陸
軍
を
中
心
に
頑
強
に
反
対
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
泥
沼

化
し
て
い
た
シ
ナ
事
変
の
解
決
こ
そ
日
本
の
最
大
関
心
事
で
あ
っ
た
。
し

か
る
に
米
国
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
点
は
日
本
の
南
進
で
あ
っ
た
．
本
章

で
は
、
昭
和
十
六
年
七
月
末
に
日
本
が
南
部
仏
印
に
進
駐
し
た
時
、
米
国

政
府
は
目
米
戦
争
を
決
意
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
結
論
に
達
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日
米
交
渉
を
挫
折
さ
せ
た
最
も
重
要
な
原
因
は
、
目
本
に
と
っ

て
は
資
源
確
保
が
主
で
あ
っ
た
南
部
仏
印
進
駐
を
、
米
国
側
は
、
自
国
の

安
全
保
障
に
関
る
問
題
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
両
国
に
は
日
本
の
南
進
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
認
識
の
ズ
レ
が
あ
っ
た
。

本
論
文
の
下
し
た
目
本
の
南
進
こ
そ
日
米
戦
争
の
直
接
な
引
き
金
と
な
っ

た
と
の
結
論
は
新
し
い
解
釈
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
最
後
に
参
考
論
文
に
つ
い
て
も
若
干
言
及
し
て
お
き
た
い
。
附
章
1
は
．

米
国
の
対
日
経
済
制
裁
の
発
端
と
な
っ
た
日
米
通
商
航
海
条
約
の
廃
棄
の

過
程
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
四
章
の
米
国
か
ら
の
日
本
資
産
の

凍
結
や
石
油
禁
輸
の
通
告
に
つ
な
が
る
文
脈
と
し
て
評
価
し
う
る
。
ま
た
、

附
章
皿
は
、
現
在
で
も
未
だ
決
着
を
み
な
い
真
珠
湾
攻
撃
を
め
ぐ
る
陰
謀

説
に
つ
い
て
の
論
文
で
あ
る
が
、
米
国
内
で
は
、
歴
史
学
者
が
正
統
派
と

リ
ヴ
イ
ジ
ヨ
ニ
ス
ト

修
正
派
の
二
派
に
分
か
れ
常
に
論
争
し
て
お
り
、
こ
れ
は
真
珠
湾
攻
撃

を
め
ぐ
る
論
争
だ
け
で
な
く
、
日
米
交
渉
、
ひ
い
て
は
太
平
洋
戦
争
全
体

の
評
価
を
め
ぐ
る
基
本
的
論
争
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
本
章
に
お
い
て
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こ
の
論
争
に
若
干
言
及
し
て
い
る
が
、
主
論
文
に
お
い
て
も
こ
の
点
か
ら

の
考
察
が
欲
し
か
っ
た
。

　
ま
た
、
本
論
文
に
お
い
て
残
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
第
一
は
、
日
本
軍
部
の
日
米
交
渉
に
与
え
た
影
響
及
び
役
割
に
つ
い
て

で
あ
る
。
昭
和
十
六
年
に
入
る
と
陸
軍
は
日
本
の
外
交
政
策
決
定
に
重
要

な
影
響
を
あ
た
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
方
面
の
須
藤
君
の
今
後

の
研
究
を
待
ち
た
い
。
第
二
は
、
日
本
の
米
国
へ
の
最
後
通
告
の
お
く
れ

た
点
、
第
三
に
栗
栖
三
郎
特
派
大
使
の
役
割
等
を
、
今
後
、
機
会
を
得
て

研
究
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
若
干
の
問
題
を
残
し
て
い
る
と
し
て
も
、
本
論
文
に
お
い
て
な
さ
れ
た

須
藤
君
の
研
究
結
果
は
、
次
の
諸
点
に
お
い
て
秀
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
1
、
日
米
両
国
の
新
資
料
の
発
見
、
と
り
わ
け
米
側
の
第
一
級
資
料
で

あ
る
F
B
I
の
秘
密
文
書
及
び
ホ
ー
ソ
ベ
ッ
ク
・
ぺ
ー
パ
ー
の
発
見
、
研

究
、
紹
介
、
分
析
は
、
こ
の
方
面
の
研
究
の
質
を
き
わ
だ
っ
て
高
め
、
学

界
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。

　
2
、
先
行
業
績
を
よ
く
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
を
前
進
さ
せ
な
が
ら
．

須
藤
君
自
身
は
そ
れ
を
誇
示
す
る
こ
と
な
く
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か

り
、
日
米
交
渉
を
見
つ
め
て
い
る
．

　
3
、
分
析
の
視
点
が
、
特
定
の
史
観
に
偏
ら
ず
、
人
物
を
浮
き
彫
り
に

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
、
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ

プ
と
い
う
視
点
か
ら
冷
静
に
歴
史
を
分
析
し
て
い
る
点
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

あ
り
、
か
つ
説
得
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
二
つ
の
ギ
ャ
ッ

プ
は
、
歴
史
の
今
日
的
教
訓
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
強
く
迫
る
も
の
が
あ
る
。

　
以
上
、
須
藤
君
の
論
文
は
全
体
と
し
て
日
米
交
渉
の
研
究
を
一
歩
前
進

さ
せ
、
現
代
史
の
解
明
に
一
石
を
投
じ
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
須
藤
眞
志
君
が
、
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の

学
位
を
授
与
さ
れ
る
に
適
格
で
あ
る
と
認
定
す
る
。

　
昭
和
六
十
二
年
六
月
十
日

　
　
主
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
中
村
　
勝
範

　
　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
　
　
　
　
太
田
俊
太
郎

　
　
副
査
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　

池
井
優
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